
※1．資金運用会議：余資運用の健全性と効率運用に資するため、定期的に開催しています。
※2．リスク管理委員会：信用リスク、市場リスク、流動性リスク等各種リスクを把握し適切にコントロールすることにより、資産･負債を総合的に管理し、資金

調達･運用の適正化および収益の拡大を図ることを目的として、定期的に開催しています。
※3．コンプライアンス委員会：法令等遵守徹底のため、適正なコンプライアンス態勢の整備･確立に向けた方針および具体的な方策を検討することを目的

として、定期的に開催しています。
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　市場リスク、信用リスク、オペレー
ショナル・リスクの各リスク量を計測
し、そのリスク総量が当金庫の保有
する自己資本（コア資本）の一定範
囲内に収まるよう、適切にリスク管
理を行っています。
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自己資本の額
（コア資本）
37,009百万円
（Ａ）

最低所要
自己資本額等
8,591百万円
（Ｂ）

リスク許容
限度額

28,418百万円
（Ｃ＝Ａ－Ｂ）

統合的
リスク量

22,714百万円
（Ｄ）

リスクに対する
余裕額

5,704百万円
（Ｃ－Ｄ）

28,418 5,704

市場リスク  20,794

オペレーショナル･リスク 764
信用リスク 1,156

37,009

4%相当自己資本額
7,943

一般貸倒引当金
648

　内包する多様なリスクを統合的に捉えたうえで、経営体力に見合ったリスクコントロールにより、健全性の確保に努めています。

お客さまからお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。有価証券での運用
については、安全かつ効率的な運用に努めています。

①信用リスク  ②市場リスク   ③流動性リスク  　⇒ モニタリング手法等により把握のうえ、適切にコントロールしています。
④オペレーショナル･リスク     　　　　　　　    ⇒ リスクの所在や状況を一元的に把握し、極小化に努めています。

①信用リスク
　信用リスクとは､お客さまにご融資した貸出金が業況悪化
等により回収不能または困難になるリスクです。
　当金庫では､融資業務における金融機関の社会的責任の
自覚のもと､審査部門と推進部門の独立性を保ちつつ､予め
定められた決裁権限に基づき厳正な審査を行っております｡
さらに､貸出金などの資産の健全性をより一層確保するため
に､資産の自己査定や信用格付を実施して､信用リスク管理
の高度化に努めています。

②市場リスク
　市場リスクとは､金利､為替、株式相場等の様々な市場のリ
スク･ファクターの変動によって、保有する資産や負債の価値
が変化し損失を被るリスクです。
　当金庫では､資産･負債の総合的な管理（ALM）の徹底によ
り､常にリスクの状況を把握しながらこれらの変動に適切に
対応し､収益の安定化、資産･負債の健全性確保に努めてい
ます。

③流動性リスク
　流動性リスクには､次の2つのリスクがあります。
ア.資金繰りリスク
　運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出に
より､必要な資金確保が困難になる、または通常より著しく高
い金利での資金調達を余儀なくされ、損失を被るリスクです。
イ.市場流動性リスク
　市場の混乱等により､市場において取引ができなかったり、
通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされること
により、損失を被るリスクです。
　当金庫では､健全経営に徹するとともに適正な支払準備資
産を用意し､流動性リスクに対して万全を期しています。

④オペレーショナル･リスク
　オペレーショナル・リスクには、次のリスクがあります。
ア.事務リスク
　役職員が正確な事務を怠る、あるいは事故･不正等を起こ
すことにより損失を被るリスクです。当金庫ではこれらの発
生を未然に防ぐために各種規程やマニュアルの整備を行い、
事務指導の徹底を図るとともに、事務処理の機械化、集中化
ならびに内部牽制機能等の強化により事務ミスなどの防止
に努めています。一方、組織上独立した監査室が定例的に監
査を行うなど業務全般にわたって厳格な監査体制を構築し、
事故防止のために万全の対策を講じています。
イ.システムリスク
　コンピュータシステムの停止または誤作動、システムの不
備、さらにコンピュータの不正使用などによって損失を被るリ
スクです。当金庫では、主要な業務について信用金庫業界が
設立した(一社）しんきん共同センターのオンラインシステム
を導入しており、システムの安全管理には万全の体制で対応
しています。同時に当金庫独自のシステムにより一部の業務
を処理しておりますので､プログラムの開発をはじめシステム

の運用、コンピュータデータの取扱い等には規程を定め、厳
重な管理を行っています。また、サイバー攻撃による情報流
出やシステムの機能停止を防止するため、対応組織の設置や
インシデント別の対策を定め、厳重な管理を行っています。
ウ.その他オペレーショナル・リスク
◯法務リスク
　お客さまに対する過失による義務違反および不適切な
ビジネス･マーケット慣行により損失･損害（監督上の措置
ならびに和解等により生じる罰金、違約金および損害賠償
金等を含む）等を被るリスクです。当金庫では、コンプライ
アンス推進体制（P13をご覧ください）に基づき、より高い
倫理観の確立とコンプライアンス(法令等遵守)の実践に
取り組んでいます。
◯人的リスク
　人事運営上の不公平･不公正（報酬･手当･解雇等の問
題）･差別的行為（セクシャルハラスメント等）により損失･
損害等を被るリスクです。当金庫では、就業規則に基づき、
職員の人権の尊重と労働条件の維持改善に努め、業務の
円滑な遂行に取り組んでいます。
◯有形資産リスク
　災害その他の事象により有形資産の毀損･損害等を被
るリスクです。当金庫では、不動産管理規程および災害対
策マニュアルに基づき、災害による被害の極小化のため
に万全の対策を講じています。
◯風評リスク
　マスコミ報道、市場関係者の評判、業務上のトラブル等、
様々な要因から当金庫に対するお客さま等の評判が悪化
し、当金庫の経営上重大な有形無形の損失が発生するリ
スクです。当金庫では、風評リスクに関する管理態勢を構
築し、正確かつ時宜を得た情報提供と開示により、良好な
評判を維持し、公共的な金融機関の使命遂行に努めてい
ます。

詳しくは、P34～P35 資料編「営業の状況 有価証券等に関する指標」をご覧ください。

期末残高　２２４，３２３百万円 

※リスク量の計測方法について
●市場リスク ………………… 現在保有するポートフォリオ（資産・負債の構成）が、将来の特定の期間内に一定の確率の範囲内で被る最大損失額
●信用リスク ………………… 統計的手法による一定期間に一定の確率のもと発生する最大損失額
●オペレーショナル･リスク … バーゼルⅢにおける基礎的手法によるオペレーショナル･リスク相当額＝［1年間の粗利益×15％］の直近3か年の平均
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リスク管理の徹底
統合的リスク管理の充実・強化を図り、健全経営に努めています。



※1．資金運用会議：余資運用の健全性と効率運用に資するため、定期的に開催しています。
※2．リスク管理委員会：信用リスク、市場リスク、流動性リスク等各種リスクを把握し適切にコントロールすることにより、資産･負債を総合的に管理し、資金

調達･運用の適正化および収益の拡大を図ることを目的として、定期的に開催しています。
※3．コンプライアンス委員会：法令等遵守徹底のため、適正なコンプライアンス態勢の整備･確立に向けた方針および具体的な方策を検討することを目的

として、定期的に開催しています。
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　市場リスク、信用リスク、オペレー
ショナル・リスクの各リスク量を計測
し、そのリスク総量が当金庫の保有
する自己資本（コア資本）の一定範
囲内に収まるよう、適切にリスク管
理を行っています。
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　内包する多様なリスクを統合的に捉えたうえで、経営体力に見合ったリスクコントロールにより、健全性の確保に努めています。

お客さまからお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。有価証券での運用
については、安全かつ効率的な運用に努めています。

①信用リスク  ②市場リスク   ③流動性リスク  　⇒ モニタリング手法等により把握のうえ、適切にコントロールしています。
④オペレーショナル･リスク     　　　　　　　    ⇒ リスクの所在や状況を一元的に把握し、極小化に努めています。

①信用リスク
　信用リスクとは､お客さまにご融資した貸出金が業況悪化
等により回収不能または困難になるリスクです。
　当金庫では､融資業務における金融機関の社会的責任の
自覚のもと､審査部門と推進部門の独立性を保ちつつ､予め
定められた決裁権限に基づき厳正な審査を行っております｡
さらに､貸出金などの資産の健全性をより一層確保するため
に､資産の自己査定や信用格付を実施して､信用リスク管理
の高度化に努めています。

②市場リスク
　市場リスクとは､金利､為替、株式相場等の様々な市場のリ
スク･ファクターの変動によって、保有する資産や負債の価値
が変化し損失を被るリスクです。
　当金庫では､資産･負債の総合的な管理（ALM）の徹底によ
り､常にリスクの状況を把握しながらこれらの変動に適切に
対応し､収益の安定化、資産･負債の健全性確保に努めてい
ます。

③流動性リスク
　流動性リスクには､次の2つのリスクがあります。
ア.資金繰りリスク
　運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出に
より､必要な資金確保が困難になる、または通常より著しく高
い金利での資金調達を余儀なくされ、損失を被るリスクです。
イ.市場流動性リスク
　市場の混乱等により､市場において取引ができなかったり、
通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされること
により、損失を被るリスクです。
　当金庫では､健全経営に徹するとともに適正な支払準備資
産を用意し､流動性リスクに対して万全を期しています。

④オペレーショナル･リスク
　オペレーショナル・リスクには、次のリスクがあります。
ア.事務リスク
　役職員が正確な事務を怠る、あるいは事故･不正等を起こ
すことにより損失を被るリスクです。当金庫ではこれらの発
生を未然に防ぐために各種規程やマニュアルの整備を行い、
事務指導の徹底を図るとともに、事務処理の機械化、集中化
ならびに内部牽制機能等の強化により事務ミスなどの防止
に努めています。一方、組織上独立した監査室が定例的に監
査を行うなど業務全般にわたって厳格な監査体制を構築し、
事故防止のために万全の対策を講じています。
イ.システムリスク
　コンピュータシステムの停止または誤作動、システムの不
備、さらにコンピュータの不正使用などによって損失を被るリ
スクです。当金庫では、主要な業務について信用金庫業界が
設立した(一社）しんきん共同センターのオンラインシステム
を導入しており、システムの安全管理には万全の体制で対応
しています。同時に当金庫独自のシステムにより一部の業務
を処理しておりますので､プログラムの開発をはじめシステム

の運用、コンピュータデータの取扱い等には規程を定め、厳
重な管理を行っています。また、サイバー攻撃による情報流
出やシステムの機能停止を防止するため、対応組織の設置や
インシデント別の対策を定め、厳重な管理を行っています。
ウ.その他オペレーショナル・リスク
◯法務リスク
　お客さまに対する過失による義務違反および不適切な
ビジネス･マーケット慣行により損失･損害（監督上の措置
ならびに和解等により生じる罰金、違約金および損害賠償
金等を含む）等を被るリスクです。当金庫では、コンプライ
アンス推進体制（P13をご覧ください）に基づき、より高い
倫理観の確立とコンプライアンス(法令等遵守)の実践に
取り組んでいます。
◯人的リスク
　人事運営上の不公平･不公正（報酬･手当･解雇等の問
題）･差別的行為（セクシャルハラスメント等）により損失･
損害等を被るリスクです。当金庫では、就業規則に基づき、
職員の人権の尊重と労働条件の維持改善に努め、業務の
円滑な遂行に取り組んでいます。
◯有形資産リスク
　災害その他の事象により有形資産の毀損･損害等を被
るリスクです。当金庫では、不動産管理規程および災害対
策マニュアルに基づき、災害による被害の極小化のため
に万全の対策を講じています。
◯風評リスク
　マスコミ報道、市場関係者の評判、業務上のトラブル等、
様々な要因から当金庫に対するお客さま等の評判が悪化
し、当金庫の経営上重大な有形無形の損失が発生するリ
スクです。当金庫では、風評リスクに関する管理態勢を構
築し、正確かつ時宜を得た情報提供と開示により、良好な
評判を維持し、公共的な金融機関の使命遂行に努めてい
ます。

詳しくは、P34～P35 資料編「営業の状況 有価証券等に関する指標」をご覧ください。

期末残高　２２４，３２３百万円 

※リスク量の計測方法について
●市場リスク ………………… 現在保有するポートフォリオ（資産・負債の構成）が、将来の特定の期間内に一定の確率の範囲内で被る最大損失額
●信用リスク ………………… 統計的手法による一定期間に一定の確率のもと発生する最大損失額
●オペレーショナル･リスク … バーゼルⅢにおける基礎的手法によるオペレーショナル･リスク相当額＝［1年間の粗利益×15％］の直近3か年の平均
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統合的リスク管理体制

主要なリスクの状況（令和5年3月31日現在）

有価証券の状況（令和5年3月31日現在）
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リスク管理の徹底
統合的リスク管理の充実・強化を図り、健全経営に努めています。




